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抄録 
児童生徒一人ひとりが抱える「困り感」の軽減や解消を目指して，「マルチメディアを扱えるド

ットコード」を用いて，手作り教材を制作し，教育実践を行う取り組みは，全国の特別支援学校

の 250 名を超える教師が参加する活動へと発展し，2020 年度も活発に展開された．2020 年度も，

日本特殊教育学会の大会では，自主シンポジウムを開催し，全国の教師や研究者と成果や課題を

共有した． 

この日本発の共同の取り組みは，海外においても高く評価され，SITE21 (Society for Information 

Technology and Teacher Education) の Universal Design for Learning のパネラーとして招待されるとと

もに，ISTELive21 (Information Society for Technology in Education) の Creative Lab セッションでは 50 

分枠のプレゼンテーションを行うことができた．また，本取り組みをまとめた論文は，IGI-Global 

が発刊した複数の本の Chapter paper として掲載された． 

本報では，2020 年度に，全国の特別支援学校の教師が取り組んだ「手作り教材の制作と教育実

践」について報告する． 

 
１． はじめに 

一人ひとりの児童生徒が抱える困り感の軽減や

解消を目指して，「手作り教材を制作し，教育実

践に取り組む」本研究活動は，今や全国の 250 名

を超える特別支援学校の教師が参加する一大ネッ

トワークとなっている． 

各年度の教育実践活動の成果や課題を，大妻女

子大学の「人間生活文化研究」に投稿するととも

に[1]，日本特殊教育学会が主催する大会の自主シ

ンポジウムなどで，全国の学校の教師や研究者と

共有してきた． 

この 2021 年９月には，合同出版より，全国の

学校の教師によって手作りされた教材とその教育

実践をまとめた「今すぐ使える！特別支援教育 音

声ペン活用教材４０」を出版し[2]，更なる活動の

展開に向けて取り組みを開始している． 

日本発の手作り教材の制作と教育実践の取り組

みは，海外においても高く評価され，アメリカの 

IGI-Global から発刊される本の Chapter paper とし

て数多くの論文が採択され，掲載された[3-8]．ま

た，ISTELive21 (Information Society for Technology 

in Education) では，共同研究を行なっている Idaho 

State University の Jennifer Gallup 教授と Creative 

Lab セッションで 50 分枠のプレゼンテーションを

行い，音声ペンを用いた活動を世界の多くの教師

や研究者と共有することができた． 

本論文では，2020 年度に国内の特別支援学校の

教師によって取り組まれた「児童生徒一人ひとり

の抱える困り感に寄り添った手作り教材の制作と

教育実践」について報告する． 

 

２． 研究方法  

2.1. 手作り教材の制作 

グリッドマーク株式会社の開発したドットコー

ド技術[9]を用いて，一人ひとりの児童生徒が抱え

る困り感の軽減や解消を目指して手作りの教材を

制作した． 

あらかじめドットコードを被せてある「剥がし

て貼れる」シールに，音声や動画をリンクし，音

声ペンやドットコードリーダーでタッチすること

で，リンクした音声や動画を感度よく再生するこ

とができる． 

シールに音声や動画などをリンクするソフトウ

エアも，グリッドマークによって開発され，学校

の教師には無償で提供され，それぞれの教師が手

作りの教材を制作できるようになっている．最近

では，マックユーザー向けに，生田によって音声

ペンのコンテンツを作るソフトウエアが開発され，

同じく無料で配布されている． 

教材を開発する各種ソフトウエアやツールなど

の詳細については，本誌に掲載された論文[1]や合

同出版から出版された著書を参考にされたい[2]． 

2.2. 教育実践 

科学研究費補助金や大妻女子大学の戦略的個人

研究費で購入した音声ペンやドットコードリーダ

ー，グリッドマークから提供されたソフトウエア

などを用いて，それぞれの学校の教師によって手

作りの教材が制作され，通常の授業や余暇の時

間，課外活動などで教育実践が行われた[10]． 

 

３． 手作り教材の制作と教育実践 

国内には，2021 年度の時点で，1,160 の特別支
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援学校が設置され，146,290 名の児童生徒が学ん

でいる[11]．こうした特別支援学校に加えて，通常

の学校の多くに，特別支援学級が作られており，

そこで学ぶ児童生徒数も増加の一途を辿っている． 

一人ひとりの児童生徒の抱える障害や困り感が

異なることから，「昨年度の教材が，今年度の児

童生徒には全く使えない」ことも多く，一人ひと

りの児童生徒の困り感に対応したオリジナルな教

材を手作りすることが大切となっている． 

以下には，2020 年度に全国の特別支援学校の教

師によって取り組まれた手作り教材と教育実践に

ついて報告する．  

 

3.1. 広島県立福山北特別支援学校 

高垣は，体幹機能障害，知的障害を有する中学

部１年生Ａを対象に，音声ペンを日常生活の指導

や自立活動，生活単元学習，総合的な学習の時間

等の授業で活用した． 

生徒 Ａの実態を表１に記す． 

 
表1．生徒 A の実態 

身体面   食事や排せつ，着替え等は，基本的に介

助を要する．自立歩行が可能で，直線であ

れば手すりなしで歩行ができる．足元や手

元に目を向けることが難しく，歩行時に躓

きやすい．階段の昇降等では手添えや見守

りを要する． 

  指先を使って掴んだり，摘まんだりする

把持は可能であるが，安定していない． 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン 

  好きな音や絵本等は笑顔や声を出して喜

ぶ．好みでないものであれば，声を上げた

り，物を投げたり落としたり，大人の手を

掴んだりしてアピールする． 

  したいものについては，近くの大人の方

に持って来て手渡すこともあるが，一人で

操作することに自信がもてないようで，基

本的にはクレーン動作になることが多い． 

  自分の思い通りにならないと，物を投げ

たり，落としたりして注意を引いたり，友

だちや大人に掴みかかったりすることもあ

り，適切な要求表出の方法は獲得できてい

ない． 

認知面   視覚・聴覚の活用はどちらも良好である

が，注意散漫で視点が定まらないこともあ

るため，聴覚優位である． 

  音の鳴る絵本やスイッチ，タブレット端

末等の機械音が好きで，自分から触って音

を鳴らすこともあるため，興味・関心があ

る． 

  太鼓等の楽器は好きで，自分でバチを握

り，叩くことができ，簡単な因果関係は理

解している． 

 

 こうした生徒 Ａの実態から，課題同士を関連さ

せて詳細な分析を行い，指導すべき中心課題とし

て「一人で行うことに自信がない」を導き，指導

目標を「一人でできることを増やす」とした． 

  今回の音声ペンの活用は，Ａ自身で何かをする

経験を通して，自信につなげていくことを目的と

し，朝の会の司会進行等の場面で使用することに

した． 

 作成した教材は，次のようなものである． 

(1) 朝の会の司会進行のための「日めくり式の進

行表や健康観察用の○×ボードなど」（図１） 

手元やドットコードシール等へ注意を向けるこ

と，日めくり式で流れの見通しをもたせること，

自力で司会・進行し，達成感を得ることをねらい

とした． 

 

 

図1．健康観察用○×ボード（広島県立福山北特別

支援学校，高垣有，2021） 

 

(2) 音声入りの絵本「ぐるんぱのようちえん」や

「はんぶんこ」（図２） 

絵本の各ページに音声入りのドットコードシー

ルを貼り，手元や絵本のページ，シール等へ注意

を向けること，自力で１つの物語を読むことを体

感すること，新たな余暇（遊び）の時間を過ごす

ことをねらいとした． 

(3) アンケートの依頼やまとめ新聞の紹介場面で，

ホワイトボードに伝達内容を記し，ドットコード

シールに音声を吹き込んだ教材 

総合的な学習の時間や生活単元学習において栽

培・収穫した野菜を他の教師へ届ける場面でも同

様の教材を使用した．自分で操作することで相手

に伝えられるという達成感を得ること，コミュニ

ケーションの代替手段とすることをねらいとした． 
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図2．絵本のコンテンツ（広島県立福山北特別支援

学校，高垣有，2021） 

 

 取り組みの様子は次のようものであった． 

始めは，音声ペンから音声が出ることに驚いた

様子だったが，Ａの好きな教具であったこともあ

り，音声ペンに対する興味・関心は高く，Ａ自身

も活動に対して意欲的な姿が見られた． 

(1) 朝の会の司会進行 

取り組みを始めて１ヵ月程は，一緒に音声ペン

を持ち，ドットコードシールにかざす動きを行っ

た．吹き込まれた音声が流れる度に嬉しそうに笑

っていた．その反面，音声ペンを教師と持ってい

ることにより，Ａが持ち続ける必然性がなく，

「ドットコードシールにかざす→音声が流れる→

終わり」というように，音声が流れると手から離

してしまう動きに変わった． 

２カ月目以降からは，音声ペンの後ろにストラ

ップを付けてＡの手首に付けて落とさないように

工夫したが，手首にあるストラップが気になり外

そうとする動きが増えた．そこで，教師がストラ

ップを利用したり音声ペンの後ろを支えたりして

角度の調整のみを行い，音声ペンを押す動きはＡ

の力で行えるようにした． 

Ａの課題でもある「見ること」にも焦点を当て

て，Ａが見たことを確認してから握らせるように

した．音声が聞こえた後も，音声ペンから手を離

すことなく流れてくる音声をよく聞いていた．し

かし，次のドットコードシールにかざす動きにな

ると，隣の教師に対して音声ペンを渡そうとする

行動が多く見られた．（図３） 

現在は，音声ペンと進行用のグッズを提示し

「朝の会するよ」と声掛けをすると，自分の席か

ら立って前の机に歩いて移動してくることで，活

動への意欲と見通しをもつことができている． 

 

 

図3．実践の様子-1（広島県立福山北特別支援学

校，高垣有，2020） 

 

(2) 絵本を読む活動 

絵本を読むことは，Ａの好きな活動であり，読

みたい絵本を選んで，教師に手渡して要求を伝え

ることができる．しかし，Ａは一人で絵本を読む

ことは難しいため，ドットコードシールを貼った

絵本を作成し，一人で読むことを目的に活動をす

ることにした．今回は，「ぐるんぱのようちえん」

と「はんぶんこ」の２冊を作成した． 

Ａは，朝の会の司会進行を継続して行っていた

こともあり，絵本を音声ペンで読むことに対して

戸惑う様子は見られなかった．主に，朝の自立活

動の時間や休憩時間，ゆとり等の時間に実施する

ようにした．（図４） 

音声ペンで絵本を読む活動を続けた場合，飽き

てしまったり離席が多くなったりするため，絵本

を読む活動が嫌いな活動にならないように，音声

ペンによる絵本を読む活動を時々行うことにした． 

朝の会の司会進行と同様に，音声が流れてくる

と，声を出して笑ったり手を叩いて喜んだりする

様子が見られることから，音声ペンに対して肯定

的なイメージをもっていると推測される． 

(3) 総合的な学習の時間 

総合的な学習の時間では，調べ学習や壁新聞の

作成等の学習活動を設定している．Ａにとっては，

教師と一緒に音声ペンを持って書いたり，はさみ

や糊で切ったり貼ったりしてまとめるといった受

動的な活動が多く，興味・関心のもちにくい授業

であった． 

Ａが意欲的に活動に参画できるように，アンケ

ートの依頼やまとめ新聞の発表の際に，音声ペン

を使って相手に伝えることを意図して活動した．

（図５） 
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図4．実践の様子-2（広島県立福山北特別支援学

校，高垣有，2020） 

 

移動時には，音声ペンとメモを書いたホワイド

ボードを持たせていたが，落とすことなく各教室

へ移動することができた．その反面，流れた音声

に対して嬉しくなり，音声ペンから手が離れるこ

とが多くなった． 

教師とともに音声ペンをドットコードシールに

かざしてアンケートの依頼をした際に，音声を聞

いた相手（教師）が「分かった．アンケート書く

ね．」等の反応を示すことで，「自身が行った行

動により，相手に内容を伝えることができ」，Ａ

からは笑顔等の表情が見られた． 

 

 
図5．総合的な学習の時間の様子（広島県立福山北

特別支援学校，高垣有，2020） 

 

音声ペンの活用に関わって，次の２点の成果が

得られた． 

(1) 朝の会や絵本の活動の際に，音声ペンを握り

続けたり，自ら次のページを捲ろうとしたりする

意識が芽生えている． 

取り組み当初は，一人でページを捲ることはあ

まりなく，教師がページを捲ったり，捲りやすい

ように少し上げておく必要があったが，最近では

音声が流れ終えてから次のページを捲ろうとした

り，教師がトントンと指さし合図をするのみで捲

る行動が表れている． 

また，以前は，音声ペンから手が離れたり落と

したりすることも多かったが，握り続けることで

落とすことが無くなった．このことから，自分で

考えて意識して行動する力が伸びていると考える． 

(2) 学習活動で得たもの（アンケートの依頼や模

造紙にまとめたもの等）を報告に行くことで，相

手が何かを発したり手を叩いて褒めてくれたりと

いった反応が，Ａにとっては嬉しいことであり，

さまざまな人と接する際に笑顔がよく見られてい

る． 

自分の行動によって相手が反応を返してくれる

という因果関係の理解やコミュニケーションスキ

ルの向上が図られていると考える． 

今回の取り組みを踏まえ，以下の２点が今後の

課題と考えられる． 

(1) 中心課題である「一人で行うことに自信がな

い」については，改善の兆しが見られない． 

音声ペンの位置を調整しなくてはドットコード

シールにかざすことが難しいため，隣に教師がい

る状況下では，Ａは隣の教師に音声ペンを渡そう

とする行動が頻回に見られる．Ａ自身の力で操作

できる経験を多く積んで，一人でやってみようと

促す必要がある． 

(2) Ａの課題でもある「見ること」については，

注意散漫であるため手元を見続けることが難しい． 

見る力を伸ばすために，ドットコードシールの

周りに注目しやすいように色を付ける等の教材の

工夫や提示する位置等の調整を再度検討する必要

がある． 

これらの課題がある一方で，Ａは音声ペンを活

用することに抵抗感はなく，意欲的である様子が

見られる．音声ペンで絵本を読んで一人で遊ぶ経

験を増やしたり，相手に何かを伝えるコミュニケ

ーションの方法として活用したりして，自分の行

動で何かができる等の経験を今後も多く積んでい

くことで，Ａが自信をもって取り組めることを増

やすことができると考える． 

 

3.2. 広島県立福山特別支援学校 

松岡は，福山型先天性筋ジストロフィー，知的

障害を有する中学部３年 B を対象に，音声ペンを

用いて国語・自立活動の授業や家庭学習に取り組

んだ．生徒 B の実態を表２に記す． 
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表2．生徒 B の実態 
身体面   食事，排せつ，着替え等は，基本的に

全介助である． 

  移動には，電動車椅子を使用してい

る． 

  上肢操作は，物を握ったりコップを持

ったりすることはできるが，肩まで手を

上げることは難しい． 

コミュニ

ケーショ

ン 

  日常生活においての基本的な指示は理

解しており，簡単な会話でのやりとりは

可能である． 

  場面緘黙様の症状を呈しており，慣れ

ないことや分からないこと等，プレッシ

ャーのかかる場面では，自分の発言に自

信が持てず，口形のみや小声で答えた

り，緊張して動きが固まったりすること

が多い． 

学習面   平仮名の 50 音については８割程度習

得している．２～３択であれば，ほぼ全

ての平仮名を読むことができる． 

  自分の名前や友だちの名前，身近なも

のの名前等はかたまりとして認識してお

り，読むことができる． 

 
作成した教材は，次のようなものである． 

(1) 朝の会の流れが書かれた司会ボード 
昨年度からの継続課題である「自力で朝の会の

司会をする」ことを目的として，朝の会の流れが

書かれた司会ボードと音声ペンをリンクさせた教

材を用意した．（図６） 

(2) ひらがな学習ボード 

１文字ずつの拾い読みやマッチングはできるが，

２文字以上の単語としての認識が難しいため，ひ

らがなボードの教材を用意した．（図６） 

 

 
図6．手作りした教材（広島県立福山特別支援学

校，松岡那奈，2021） 

 

取り組みの様子は，次のようなものであった． 
(1) 朝の会の司会 

  昨年度からの引き続きということもあり，音声

ペンに対して抵抗感はほとんどなく，取り組むこ

とができた．昨年度から担任が変わり，場面緘黙

の傾向にあるため，環境が変わったことで，いつ

もと同じ流れで行っている朝の会でも，初めは言

葉が出にくい状況もあった．しかし，音声ペンを

使うことで，表出のハードルが随分と下がり，本

人の中でも安心して自信を持って進めることがで

きたと考えられる． 

また，「自分でできた」という達成感や成功体

験にもつながり，新たな事柄への意欲も高まった

と感じられた．新しい環境に慣れてからは，音声

ペンで司会ボードをかざし，音声が流れた後に，

「トイレに行く」等と音声と同じ内容を復唱する

ようになった．毎日行っている流れであるため，

覚えている部分も多いが，ある程度文字の固まり

と音声が同じであると認識して司会を行うことが

できた． 

(2) ひらがなボード 

平仮名の 50 音については，ほぼ習得している

ため，初めに一文字ずつ音声ペンをかざし，「あ」

「さ」等と文字と音声が合っていることを確認し

ていった．本人も自信を持って次々に音声ペンを

かざしていた． 

次に，イラストを見て，そのイラストと同じ平

仮名を見つける作業を行った．「いし」等の２文

字の単語から始めた．「い」と「し」の２択で，

「い」の文字を先に選び，２文字目に「し」を選

ぶことを目的とした．初めは「「い」はどっちか

な？」等と教員の言葉掛けを受けて，正しい方の

文字を選んでいたが，要領が分かってくると言葉

掛けなしでも自分で正しい順番で文字を選び，音

声ペンで文字をかざし，音と文字が合っているこ

とを確認することができた．   

次に，選ぶ文字の選択肢を増やした．３～４択

にしたが，初めは迷っている様子もあったが，自

分で文字に音声ペンをかざして音を確認すること

で正しい文字を選ぶことができた．例えば，

「「ほん」の「ほ」は，どれだろう・・・」と考

えて３～４択の平仮名の中から音声ペンで一文字

ずつかざし，「ほ」を選ぶことができた．（図７） 

 

 

図7．実践の様子（広島県立福山特別支

援学校，松岡那奈，2020） 
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音声ペンの活用に関わって，前担任や保護者の

方と連携し，継続的に活用したことで，以下の２

点の成果が得られた． 

(1) 朝の会の司会で音声ペンの活用を通して，場

面緘黙の傾向にあるという特性に配慮した環境の

整備をしたことにより表出の幅が広がった．慣れ

ない環境であっても，本当はできる・分かってい

るのに自信がない，もしくは発声をすることが難

しい場合に，音声ペンを活用することで，「自分

でもできた！」や「一人で司会ができた！」とい

う自信につながった．また，認められることで自

己肯定感も高まったと感じられる．更に，今年度

は同じ教室内にクラスメイトはいなかったが，い

た場合には，音声ペンを活用し，係活動等の役割

を果たすことで，責任感の養成にもつながると考

えられる． 

(2) ひらがなボードの活用を通して，ひらがなを

かたまりとして認識することができたと考えられ

る．更に，自分の頭の中に浮かんでいる音として

の言葉を，視覚化・文字化するという概念が生ま

れたことによって，日々の学習活動でも応用する

ことができた． 

  例えば，授業の振り返り場面で，年賀状を書い

ている自分の写真を見て，「ねんがじう（小文字

の認識は難しいため教員の言葉掛けを受けて修正

する）．かく．」等とタブレット端末で入力する

ことができた．また，本人の好きな活動をしてい

る写真を見て「たのしかったです」等と感情の表

出もすることができた． 

  音声ペンを継続的に活用することで，ひらがな

をかたまりとして認識する力が高まったことによ

る成果と考えられる．これについては本人の今後

における社会参加への大きな一歩にもつながった

と考えられる． 

  これらは，決してこの１年で習得できた成果で

はなく，小学部段階から丁寧な指導を受け，継続

的に積み重ねを行ってきており，そこへ音声ペン

という実態に応じた支援具を使ったことによって

生まれた成果である． 

今回の取り組みにおいて，身近な物や事柄の単

語については，習得できたが，感情の表出方法の

幅については課題が残ると感じられた．イラスト

を用いて，「たのしい」「かなしい」「くやしい」

等の感情に関わる表出を，音声ペンを用いて取り

組むと，更にコミュニケーションの幅が広がると

考える．本人は音声ペンに対して意欲的な態度で

あるため，今後も新たな語彙力の獲得と感情表現

の表出を狙っていきたい． 
 

3.3. 福岡県立太宰府特別支援学校 

曽根は，小学部４年生の女児を対象に，音声ペ

ンを用いた活動を行なった． 
対象児は，自閉症スペクトラムがある児童であ

り，場面によってこだわりが見られた． 

発語がなく，言語を用いたコミュニケーション

はできない．音声の自発が少なく，教師の言葉を

模倣することも難しい．平仮名は読めず，文字で

コミュニケーションをすることはできない．指差

しで簡単な要求をすることはあり，本棚の方を指

差しして，本を読みたいことを表現することはで

きる． 

教師の言語指示に対し，その場の様子や，教師

の仕草から，指示の内容を理解して行動すること

ができることもあるが，言語指示だけで行動する

ことは難しい．仕草をつけても言語指示が理解で

きないことはあり，指示が理解できないときは，

手を引いて手洗い場などに連れて行ったり，取っ

て来て欲しい物の実物を見せて，取りに行くよう

に促したりする必要があった． 

音声ペンは，小学部３年生の３学期から使用し

ている．今回の実践の教材は，３年生のときから

使用しているものである．小学部３年生のときの

音声ペンの実践における課題は大きく２点あった． 

１点目は，言葉掛けがないと，朝の会・帰りの

会の進行ができなかったことである．朝の会・帰

りの会の進行は，めくり式のボードを使用してい

たが，活動の途中で次のページをめくってドット

コードシールをタッチしようとしたり，「どうぞ」

「タッチして良いよ」などの言葉掛けをしないと，

次のページをめくることができなかったりした． 

２点目は，帰りの会の司会をしている時，楽し

かったことの発表者を当てる場面において，一人

の児童が発表している途中で，他の児童の顔写真

カードに貼ってあるドットコードシールをタッチ

して，他の児童の名前を呼んでしまうことがあっ

たことである． 

そこで，今回は，次のような教材を手作りした． 
(1) めくり式の朝の会ボード・帰りの会ボード 

ドットコードシールには司会のセリフを録音し

てリンクした．日直で，朝の会・帰りの会の司会
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をする日に使用した． 

朝の会ボードの司会のセリフは，次のようなも

のである．（図８） 

『はじめのことば』：今から朝の会を始めます．

礼． 

『時間割』：時間割係さん，お願いします． 

帰りの会ボードの司会のセリフは，次のような

ものである． 

『楽しかったこと』：今日，楽しかったことを

発表して下さい． 

『帰りの挨拶』：帰りの挨拶をしましょう．礼． 

 

 
図8．朝の会の司会進行ボード（福岡県立太宰府特

別支援学校，曽根玲子，2021） 

 

(2) 学級の児童の顔写真カード 

ドットコードシールには，顔写真の友達の名前

を録音してリンクした．朝の会の「なまえよび」

で友達を点呼するときや，帰りの会の「たのしか

ったこと」の発表者を当てるときに使用した． 

 １年を通して，音声ペンの主な使用の場は，朝

の会・帰りの会の時間であった． 

音声ペンを取りやすい場所に置くようにすると，

自分から音声ペンを取って使用するようになり，

日直の日は，日直であることを伝えると，自分か

ら音声ペンを取りに行き，日直の席に座ることが

できるようになった．また，音声ペンの電源ボタ

ンの押し方を伝えると，ON/OFF が自分でできる

ようになり，教師が近くにいなくても音声ペンを

使用することができるようになった． 

 最初は，朝の会・帰りの会ボードをめくるタイ

ミングが分からず，ドットコードシールに録音し

た司会のセリフが終わると，次のページをめくっ

てしまったり，そのときのページの活動が終了し

ても，次のページをめくらなかったりすることが

あった．次のページをめくる前に「○○さん，待

って」と言葉掛けをしたり，次のページをめくる

タイミングで「○○さん，どうぞ」と言葉掛けを

したりすることで，教師の言葉掛けを聞いてから，

ページをめくり，ドットコードシールのタッチを

することができるようになった． 

帰りの会で，顔写真カードのドットコードシー

ルをタッチして，発表する友達を当てる活動があ

るが，友達の顔写真を出席番号順にタッチするこ

とに集中してしまうからか，当てられた友達が発

表しようとしている時に，他の友達の顔写真カー

ドをタッチしてしまうことがあった．１回タッチ

した顔写真カードは，もう一度タッチするように

促しても，嫌がってタッチしないため，当てられ

た友達が発表しているときには，他の友達のカー

ドはタッチできないように預かるようにした． 

 ３学期になると，ドットコードシールを２回連

続でタッチすること（音声が「始めの，始めの言

葉．今から朝の会を始めます．礼．」という風に

なる）にこだわるようになり，２回連続でタッチ

することを止めようとすると，遠くの方を指差し

したり，「ぱぱぱぱ」と言ったりして，教師を遠

ざけようとするようになった．（図９） 

対象児は，指差しによる強い拒否表現や「ぱぱ

ぱぱ」のような音声の自発が少ない児童であった

ため，拒否表現や音声の自発があるときは，ドッ

トコードシールを２回連続でタッチすることを許

可するようにした． 

 

 

図9．実践の様子（福岡県立太宰府特別支援学校，

曽根玲子，2020） 

 

２月になると，ドットコードシールをタッチす

る前に，遠くの方を指差しながら「ぱぱぱぱ」や

「あぱぱぱ」などと言うことが定着してきたため，

拒否表現や音声のレパートリーが増えるように，

指差しをしながら「ぱぱぱ」と言っても，すぐに
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は遠ざからないようにした．その結果，指差しを

何度もするようになったり，少し立ち上がって指

差しをするようになったり，「ぱぱぱ」の声が大

きくなったり，「ぺぺ」「ぺぴぴぴ」「ぴぴあぱぱ

ぱ」などの音声も自発するようになったりした． 

上記のように，音声のレパートリーが増えてい

る様子があり，「ぱぱ」「ちち」などのいくつかの

言葉を模倣できるようになってきていたため，

「あっち」と言うことができるように取り組みを

行った．対象児が「ぱぱぱぱ」と言ったときに，

「『あっち』って言ってごらん」などと言葉掛け

をし，言葉の模倣を促すようにした．その結果，

遠くの方を指差しながら「あぺぴぴ」「あぱぺい」

「あっぴ」「ぴっぴ」などを言うことができるよ

うになった． 

 音声ペンを用いた実践の成果は大きく２点あっ

た． 

１点目は，教師の「○○さん，どうぞ」の言葉

掛けを聞いてから，朝の会・帰りの会ボードのペ

ージをめくり，ドットコードシールをタッチする

ことができるようになったことである．教師の言

葉掛けを待ったり，言葉掛けに応じたりすること

で，言語指示で行動する経験ができ，朝の会・帰

りの会の司会を学びの時間にすることができたと

考えている． 

 ２点目は，教師を遠ざけるために，遠くを指さ

しながら「あぺぴぴ」「あぱぺい」「あっぴ」「ぴ

っぴ」などと言うことができるようになったこと

である．３月に対象児との距離を確認したところ，

対象児から１ｍ以内に教師がいるときは「あぺぴ

ぴ」などと言うが，１ｍ 50 cm離れていると「あ

ぺぴぴ」などと言わないことが多いことが分かり，

ルーティンとして，ドットコードシールをタッチ

する前に「あぺぴぴ」などと言っているのではな

いと確認することができた．音声を自発すること

で教師に気持ちが伝わるという経験をすることが

できただけではなく，音声のレパートリーを増や

すことができ，対象児の理解言語および表出言語

の発達に，よい影響を与えることができたのでは

ないかと考えている． 

 朝の会・帰りの会以外の場でも，手伝ってほし

いときに，両手を合わせてお願いのポーズをしな

がら「ち」と言ったり，手洗いをしたくないとき

に，両手の人差し指で「×」を作り「ぱぱぱ」と

言ったり，教師と一緒にトランポリンをしたいと

きに，トランポリンを指差ししながら「あぱぺい」

と言ったりすることができるようになった．音声

ペンでの実践が，仕草と音声での表出に繋がった

と考えている． 

 残された課題は，次の２点である． 

１点目は，音声ペンがコミュニケーション手段

として十分に機能していないことである．顔写真

カードのドットコードシールをタッチして，発表

する友達を当てる活動において，当てられた友達

が発表しようとしている時に，他の友達の顔写真

カードをタッチしてしまうことがあったり，ドッ

トコードシールを複数回タッチすることで，音声

ペンから流れる音声を途切れさせたりする様子が

あった．音声ペンから流れる音声によって，友達

が立ったり，返事をしたりしていることが理解で

きるように，指導方法を検討する必要があると考

えている． 

 ２点目は，３月の２週目あたりから，ドットコ

ードシールを４回連続でタッチすることにこだわ

り始めたことである．遠くを指差しながら「あぱ

ぱ」などと言うことによって，２回連続でタッチ

することを許可していたが，４回タッチをされる

と，朝の会・帰りの会が進みにくくなったり，少

しうるさいと感じてしまったりすることもあった． 

  来年度も今年度のように音声ペンの実践を行う

場合，最終的に６回や８回タッチすることにこだ

わるようになることも考えられるため，今回の実

践を行ったことで，対象児の音声ペンの使用に，

不適切な影響を与えてしまったという反省が残っ

た． 

 
3.4. 栃木県立那須特別支援学校 

菊地は，小学部５年の知的障害，ダウン症の男

子児童に音声ペンを用いた活動を行なった． 

児童は，休み時間などのリラックスした状態で

あれば「あー」「んー」などの発声と一緒に指さ

しをしたり，「一緒」「トイレ」「貸して」など

のマカトンサインやジェスチャーをしたりして友

達や教師とコミュニケーションを取ることができ

る． 

はっきりと発音することは難しいが，「おはよ

うございます」「こんにちは」「さようなら」な

ど，日常生活でよく話す挨拶をすることができる．

このとき，「あようなあ」など母音のみで発音し

ていることが多い． 
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教師が口の形を見せながら，一文字ずつゆっく

り言葉を話すことで，発音を模倣することができ

る．名前を呼ばれたら，大きな声で「はい！」と

返事をすることができる． 

  児童は，次のような困り感を抱えている． 

年度始めなど，慣れない環境の中では緊張から

動きが止まってしまい，本来できるはずの着替え

や食事，学習などの活動ができなくなってしまう．

教師が近くで言葉かけをすればその都度動くこと

ができるが，教師が少しでも離れるとその場で動

かなくなってしまうことがある． 

お腹が痛かったり忘れ物をしたりするなど，本

児にとって困った場面になるとその場で動きが止

まり，教師に助けを求めることができない． 

当番で朝の会や帰りの会を進行したり，授業で

発表したりするなど，友達や教師の前で話すのが

苦手で，緊張して発声やマカトンサインができな

くなってしまう．近くで教師が一緒にマカトンサ

インをしたり話したりすると，同じように模倣す

ることができる． 

  今回作成した教材は，朝の会と帰りの会の司会

進行表である．（図 10） 

 

 

図10．朝の会の司会進行ボード（栃木県立那須特別

支援学校，菊地萌子，2021） 

 

音声ペンを使うことで，本児が集団での授業

（朝の会・帰りの会）で自信をもって活動できる

ようにするための指導を行った． 

一学期は，教師と一緒に音声ペンを使用しなが

ら朝の会と帰りの会の進行を行った．G-Speak の

ような音声ペンの使用は初めてだったが，年度始

めの緊張した状態であっても笑顔で，興味をもっ

て扱うことができた．しかし，音声が流れたあと

に次のドットコードシールをタッチするタイミン

グが分からなかったり，カードをめくって進行す

るときに動きが止まったりしていたので，その都

度言葉かけを必要とした．発声はなかったが，教

師が近くで言葉かけをしながら音声と同時にサイ

ンを表すことができた． 

二学期は，一学期と同様の方法で朝の会と帰り

の会を行った．音声ペンの使い方にも慣れ，音声

が終わると自分で次のシールをタッチすることが

できるようになった．また，呼名のときに友達の

顔カードを自分の好きな順番でタッチしたり，自

分で進行カードをめくったりして，教師の言葉か

けを受けずに，見通しをもって進行することがで

きた．「お願いします」「元気ですか」など，一

部の言葉を発することもできた．（図 11） 

 

  

図11．朝の会の実践の様子（栃木県立那須特別支援

学校，菊地萌子，2020） 

 

得られた成果は，次のようなものである． 

G-Speak のような音声ペンを扱うことが本児に

とって初めてで，年度始めの緊張した状態であっ

ても興味をもって，楽しそうに扱うことができた． 

友達の名前を呼んだり，サインでは表しにくい

ことを伝えたりするときに，音声ペンの使用が有

効だった．教師が本児の代わりに言葉を発したり，

近くでサインをしたりすることなく，自分だけで

朝の会や帰りの会を進行することができたため，

本児が達成感を味わうことができた． 

また，本児の音声言語とマカトンサインの理解

を促すために，録音する音声の速度をよりゆっく

りにし，流れてくる音声と同時に本児がサインを

行う，という流れで学習することで，音声言語と

サインの結びつきを強化することができたのでは

ないかと考える． 

  残された課題は，次のようなものである． 

音声が終わったら次のシールをタッチする，と

いう流れがなかなか結びつかなかった．カード一

枚につきドットコードシールを一枚のみにするな

ど，教材の視覚的な工夫が必要だったと感じる． 
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本児が安心し，リラックスした状態の自然な発

声，発語を促すために，音声ペンとカードを使っ

て，挨拶や短い会話などのやり取りを教師と行う

ようにしても良かったと考えている． 

大島は，スティックラー症候群・ピエールロバ

ン症候群の小学部２年の児童に音声ペンを用いた

活動を行なった． 

児童は，気管切開をしているため発語はない．

（「あー」という発声がある．） 

サインやジェスチャーはあまり得意ではなく，

たまに教師の真似をするときもあるが，児童自身

の要求などは，指さしや教師の手をクレーンのよ

うに動かし伝えている． 

シール貼りなどの学習では，印に合わせたり，

色をマッチングしたりして貼ることができる．文

字に対する興味関心が高い． 

  今回作成した教材は，朝の会や帰りの会，自立

活動や国語算数，音楽や生活単元などで呼びかけ

（起立・礼・着席・始めます・終わりにします・

元気ですか？）を行う音声入りカードである．

（図 12） 

 

 

図12．ドットコードシール付きカード（栃木県立那

須特別支援学校，大島ひろみ，2021） 

 

取り組みの様子は，次のようなものであった． 

朝の会，帰りの会，各授業の始めと終わりの挨

拶の号令の際に，サインやジェスチャーをしよう

としないため，音声ペンを活用して当番の役割を

行えるようにした．（図 13） 

始めた頃は，自分が音声ペンを使って出した音

声(号令)により友達が動いているということに気

付いてない様子だった．教師に出されたカードを

音声ペンでただタッチしているという様子だった． 

 

 
図13．実践の様子（栃木県立那須特別支援学校，大

島ひろみ，2020） 

 

徐々に使用する回数が増えて経験を積んでくる

と，「きりつ，きをつけ」の音声の後に友達が起

立しているかどうか確認するように視線を友達の

方に向け，みんなが起立したことがわかってから

次のカードをタッチすることができるようになっ

てきている． 

  得られた成果は，次のようなものである． 

ドットコードシール部分にタッチをして音声が

流れると，拍手をして喜ぶ様子が見られた．教師

に腕をもたれて一緒に行っていたサインでの号令

ではなく，自分がタッチしたことで流れた音声で

の号令で友達が動いてくれるという達成感を感じ

られているように思う． 

今後の課題としては，タッチする力の加減が難

しく，教師がついていないと使用は難しい．クッ

ションとなりそうな物を裏に貼るなど，音声ペン

でタッチしやすいような教材の工夫が必要と感じ

た．こうした工夫を行うことで，１人で使えるよ

うになるとコミュニケーションの幅が広がるので

はないかと考える． 

 
3.5. 千葉大学教育学部附属特別支援学校 

佐々木は，ダウン症の高等部１年女子生徒に音

声ペンを用いた活動を行なった． 

対象の生徒は，身体・行動面では，一つ一つの

動作がゆっくりで，取り組むのに必要以上に時間

を要することがある．慎重派で，初めてのことは

手を出そうとせず，慣れるまでに時間を要するが，

少しずつ応じてできることが増えていく． 

学習面では，平仮名や片仮名のマッチングや視

写ができるようになってきた．コミュニケーショ

ン面では，内言語の育ちはあり，指示されたこと

は概ね理解することができているものの，発語は

ない．伝えたいことがあると，視線を合わせたり，
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相手の手を引っ張ったり，実物を持ってきたりす

る．拒否のときには，下を向いたり背を向けたり，

目の前の物や教師の手を払って伝えることもある．

発語がないために，人前に立って発表したり役割

を果たしたりする機会が少ないことが課題となっ

ている． 

今回作成した教材は，次のようなものである． 

 思い出を発表するため，撮りためた写真の中か

ら本人と一緒に思い出に残った場面を選び，その

様子や気持ちを記した原稿用紙を用意し，１項目

ずつにドットコードシールを貼り付け，発表内容

を録音してリンクした．録音には，男女を問わず

学級の友達に協力を要請し，応じてくれた生徒が

担当した． 

 また，本体から出力される音声が小さいことか

ら，AUKEY 社製の Bluetooth トランスミッターを

音声ペンに装着し，audio-technica 社製のワイヤレ

ススピーカーから音声が出力されるようにした． 

  行なった取り組みは，次のようなものであった． 

 コロナ禍の影響により，学部ごと（小学部，中

学部，高等部）に集合場所を分けて，リモート中

継でつないで全校集会を行った．本生徒は，高等

部の代表として思い出を発表する場面で，画面を

通して発表した．（図 14） 

 

 
図14．リモート中継の実践の様子（千葉大学教育学

部附属特別支援学校，佐々木大輔，2020） 

 

 まず，原稿用紙に貼り付けられたドットコード

シールを上から順番に音声ペンでタッチした．音

声が流れるようにした後，学級の友達に協力して

もらって，そのときの活動の様子が分かるように

印刷された写真を視聴者に向けて提示した．（図 

15） 

この動作を繰り返して6つの思い出を発表する

ことができた． 

得られた成果は，次のようなものである． 

 週に１回程度，音声ペンを使用して日直として

会の進行を行ってきたことで，操作方法にも慣れ，

喜んで音声ペンを使うようになった． 

  日頃から人前に立つ機会が少なかったため，慣

れるまでに時間がかかったが，音声ペンを使用し

て役割を果たせるようになったことで自信がもて

るようになり，自分から積極的に人前で発表する

ことができるようになってきた．今回は音声ペン

の使用を始めて６か月後の実践である． 

 

 
図15．友達との共同の取り組み（千葉大学教育学部

附属特別支援学校，佐々木大輔，2020） 

 

 リモート中継での全校集会は数回行っていたが，

本生徒が発表することは初めての試みであった．

そのため抵抗感が出てしまうのはないかと懸念し

ていたものの，普段使用している机やいすを用意

したこと，ビデオカメラでなくパソコンでの中継

であったことなどから，「撮影している」という

ことを意識せずに活動に取り組むことができた． 

 事前に，本人がいる場所で，友達に協力しても

らって音声を録音したことで，実際の流れた声が

誰の声であるか確認することができ，嬉しそうに

している様子が見られた．また，事前に練習をし

たことで，上から数字の順番ごとにドットコード

シールをタッチすることや，音声が流れている間

は友達が写真をカメラに向かって掲示してくれる

ので，終わるまで次のドットコードシールにタッ

チしないことなども覚えることができ，スムーズ

に操作を繰り返すことができた． 

大勢の人に聞こえるようにトランスミッターと

ワイヤレススピーカーを使用し，パソコンの近く

に置いたことで，視聴者は音声を鮮明に聞くこと

ができた．発表終了後，様子を見守っていた高等

部の生徒から大きな拍手を受けたこと，また画面



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 31 2021 

［査読無し］ 
 

手作り教材を用いた教育実践の共同の取り組み  679 

 

越しで視聴していた後輩や教師から，のちに「よ

く聞こえたよ」「上手だったね」などの称賛の声

を掛けられるたびに笑顔が見られ，満足している

様子が伺えた． 

 音声ペンを使用することで，発語のない生徒で

も大きな集団の前で，教師が代役しなくても自分

で発表できるよい機会となった．コロナ禍により

生活様式に変化が求められる中，リモート活用の

一つの良い事例となったと考える． 

残された課題は，次のようなものである． 

 学級の友達には，男女関係なく録音の協力を要

請し，応じてくれた複数の生徒の音声を活用した

ため，１回ごとに流れる声質が変わってしまった．

本生徒にとっては楽しみながら取り組むことがで

きたが，視聴する立場の児童生徒にとっては，声

が変わってしまうことで注意がそれてしまい，話

の内容が伝わりにくかった． 

 今回は内言語の豊かな生徒への実践であったた

め成功例を挙げることができた．今後は，他生徒

も音声ペンを利用しており，認知面，理解面，ド

ットコードシールへのタッチの感受性など，より

コミュニケーション面の困難な生徒へのより良い

汎用性が求められると考える． 

 

3.6. 宇都宮大学共同教育学部附属特別支援学

校 

  福田と五月女は，小学部６年のコフィンローリ

ー症候群の女子児童に，個別学習の時間に，音声

ペンと教科書を使用した言語学習を行なった． 

 児童は，音声による日常生活における簡単な指

示理解ができる．発語は号令掛けにおける「れい」

や「はい」という返事はできる．一方で，物の名

称を自発的に発語することはほとんどない．発語

は不明瞭であるが，教師の言葉をまねようとする

など言語への興味はある． 

 児童は，教師や友達の言葉はよく聞いており，

内言語も豊富な様子が見られたため，音声を手が

かりとして文字にも興味を抱くことができるので

はないかと考え，音声ペンを活用した実践を行な

った． 

 国語の教科書を使用し，イラストと文字のマッ

チング教材を作成した．文字に音声をつけて，文

字とイラストをマッチングした後，音声で確認す

るという手順で学習した．（図 16） 

 文字を意味があるものとして捉えることはまだ

できていないが，文字につけた音声を聞いてマッ

チングするということができるようになってきた．

絵と文字が合っていないときにも，音声を聞いて

並び替えることができるようになった．（図 17） 

今回の実践を通じて，物の名称は分かっている

ことが多く，内言語が豊富であること，音声の手

がかりは児童にとって有効であることが分かった．

一方で違うイラストでも色が同じであると色だけ

でマッチングしてしまう等，認知面での難しさが

感じられた． 

 

 
図16．音声入りカード（宇都宮大学共同教育学部附

属特別支援学校，福田真琴，2020） 

 

 

図17．音声を聞いて並べ替える様子（宇都宮大学共

同教育学部附属特別支援学校，福田真琴，2020） 

 

今後も，本児が主体的に学習するために，本児

にとっての強みであると思われる音声を学習の中

でどのように使用し指導に生かしていくのかを検

討し，さらに学習効果のある教材を開発していき

たいと考える． 

  鎌田と五月女は，知的障害を有する高等部１年

の女子生徒に，自分の気持ちをコントロールする

手段として音声ペンを利用する取り組みを行なっ

た． 

 対象の生徒は，日常のごく簡単な指示理解は可

能であり,これまで繰り返し行ってきた着替えや
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移動はほぼ一人で行うことができる． 

  発語は不明瞭である．自分の思いを伝えるとき

には「行く」「あっち」「学校」等簡単な単語で伝

えることができるが，その時の気分で，場に合わ

ない言葉を発することもある． 

学校生活では教師の言葉や友達の言葉をよく聞

いており，積極的に学習しようとしたり，友達の

動きをよく見て，友達と同じ行動をしようとした

りすることが多い．一方で，自分の意に沿わない

ことが起きた場合には，泣いて抵抗し，気持ちを

切り替えることが難しいといった場面も見られる． 

 自分の思いの強さにより，気持ちや行動のコン

トロールができず，そのような場合には他者の言

っていることを聞き入れることが難しくなってし

まう．できれば，自分の思いと異なることが起き

た場合は，自分の思いを伝えながらもやりとりす

ることで本生徒が納得し，次の行動に自ら移れる

ようにしていきたいと考え，音声ペンを用いた活

動を行なった． 

指導の実際は，次のようなものであった．（図 

18, 19） 

 学校帰校後に利用する放課後デイザービス施設

を巡って，自分の思いをぶつけることが多かった．

行きたい施設，行きたくない施設があり，行きた

くないとなると泣き出して座り込んで抱えられて

車に乗るということが出てきた． 

 

 

図18．保護者の声を確認している様子（宇都宮大学

共同教育学部附属特別支援学校，五月女智子，

2020） 

 

施設利用に際しては，保護者が契約しているた

め，学校ではいつどこに行くのか前もって伝える

ことが難しかった．そのため，当日利用する施設

がどこなのかを保護者と連携して本生徒に伝えら

れるように，利用する施設名を保護者に音声ペン

に録音してもらい，いつでも確認できるようにし

た．帰校する際に感情を乱すことが多かったため，

朝の会や休み時間にも確認し，自ら言うことで納

得できるようにした．月曜日に保護者に週予定を

確認し，当日と翌日の予定を本生徒に提示するこ

とで翌日までの見通しをもつことができるように

した．当日行きたいところに行けなくても，翌日

に行けるということが分かれば気持ちに折り合い

をつけることができるのではないかと考えた． 

 

 

図19．確認中に音声ペンを口に当てる（宇都宮大学

共同教育学部附属特別支援学校，五月女智子，

2020） 

 

 保護者の声を学校でも聞き，本生徒なりに保護

者も教師も同じことを言っていると納得できるこ

とが多くなってきた．また，感情が乱れそうにな

っても，保護者からの声を聞くことで，気持ちを

立て直すことも多くなり，最近では納得ができな

いときは自ら音声ペンを使って確認する姿も見ら

れるようになってきた．  

 

3.7. 千葉県立我孫子特別支援学校 

石山は，小学部６年の児童に，音声ペンを用い

た活動を行なった． 

 児童は，脳性麻痺があり，力の調整が難しいた

め，細かな作業は教師の支援が必要な児童である． 

 認知面では，手本を示すことでやり方を理解す

ることができる．また，教師や友達の顔と写真カ

ードを一致させることができる．文字の理解はま

だ難しい．友達の名前や食べ物の名前を全体の形

で覚えて写真カードとマッチングすることができ

る． 

 コミュニケーション面では，発声については，

うれしいときに声を出して笑ったり発声したりす

るが，それ以外の場面で発声することはほとんど
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ない．呼名の場面では握りしめた右手を口にあて

ることで自分なりの返事としている．「水が飲み

たい」「トイレに行きたい」「手遊びがしたい」な

どは，イラストのコミュニケーションボードや，

教師と決めたサインを使ってやり取りをしている．

教師と関わることは非常に好きで，遊びたい気持

ちはあるが，覚えるサインの数に限りがある． 

 理解できていることは多いが発声がないために

伝えられないという場面や，教師が側について活

動する場面が多くある．音声ペンを使うことで，

一人でできることを増やして自信をつけ，コミュ

ニケーションの広がりを期待したいと考えた． 

  サイズの大きなドットコードシールを用いて，

次のような教材を作成した． 

(1) 朝の会，帰りの会の教材 

  手順表（めくり式）にドットコードシールを付

け，一人で司会が行えるようにした． 

  呼名の場面では，同じ学級の児童と教師の顔写

真をＡ４サイズにまとめて，それぞれの顔の近く

にドットコードシールを貼り付け，音声ペンでタ

ッチすることで呼名ができるようにした． 

(2) 国語・算数の教材 

  呼名係として１人で活動できるように同じグル

ープの顔写真の横にドットコードシールを貼り付

けた．また，顔写真カード上部に「名前を呼びま

す」，一番下に「６人で勉強します」と録音した

ドットコードシールを付けることで，最初から最

後まで一人で行えるようにした． 

  自分が今日取り組んだ学習内容を発表する場面

では，発表する文のそばにドットコードシールを

貼り付けたボードを用意した．また，日によって

内容が変えられるように数字やイラストで選択肢

も用意し，ボードに貼り付けられるようにした．

選択肢にもそれぞれドットコードシールを付ける

ことで，発表内容も自分で選んで構成し，一人で

発表できるようにした． 

取り組みの様子は，次の通りであった． 

(1) 朝の会，帰りの会 

  最初に教師が手を添えて一緒に取り組むことで

使い方が分かり，２回目からは一人で使用するこ

とができた． 

  呼名の場面では，友達の名前のドットコードシ

ールを押して呼んだ後，友達が返事をして顔写真

を黒板に貼るまで待ち，次の人を呼ぶこともでき

るようになった． 

(2) 国語・算数 

 最初は，教師が側でドットコードシールをタッ

チしたら，呼名されている児童を指差し，友達が

呼名に応じるまで待ち，応じたら，次の児童のド

ットコードシールを指差していた．このように教

師主導で行っていたが，回数を重ねていくことで

活動を覚え，教師がつかなくても，呼名をすると，

その友達に注目し，友達が呼名に応じるまで待っ

てから次の人を呼ぶようになった． 

 発表する文の構成は教師が選択肢を提示して，

どっちか聞いて，ひとつ選んでボードに貼ってい

た．発表するときは，最初は教師がドットコード

シールを順番に指差していたが，繰り返すことで

順番を覚えて，一人で取り組めるようになってき

た． 

得られた成果は，次のようなものである． 

 児童が係活動を最初から最後まで一人で行うこ

とができるようになった．また，発表の場面でも

自信をもって一人で発表できるようになった．発

声はないが，わかっていることも多い児童なので，

児童が持っている力を十分に発揮できるようにな

った．児童は日常的に身体支援が必要で，教師が

支援に入ることが当たり前になり，つい頼ってし

まうことがあったが，一人でやりきる経験を重ね

ることで「自分でやる」という自立心につながっ

たのではないかと思う． 

 残された課題は，次の通りである． 

 使用場面が限定されていたので，今後は，イラ

ストのコミュニケーションボードにも付けて使用

し，コミュニケーションを広げていきたい．また

様々な場面で主体的に使う機会を増やしていきた

いと考える． 

 ３月になり，朝の会，帰りの会で，音声ペンを

持つが自分からシールにタッチしなくなった．教

師が「やらないの」と聞くとじっとこちらを見つ

めたので，音声ペンの使用をやめ，一緒にサイン

を使用して進行をすると喜んでサインをしていた．

状況によって，サインと音声ペンを使い分け，児

童が進んで取り組めるようにしていきたい． 

 定長と田中は，小学部２年の知的障害を有す

る女子児童と，音声ペンを用いて朝の会の進行を

行った． 

児童は発語がないが，破裂音や呼気を強く出し

て発声することができ，平仮名を読むことができ

る．授業名などはサインで表現することができる
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が，年度当初は学校生活で用いるサインの語彙数

は 10 語程度であり，友だちの名前などサインで

表せない言葉は，伝えようとする様子が見られな

かった．朝の会の進行や授業開始の挨拶は教師の

サインを模倣して行っていた．また苦手な活動に

対して消極的で，苦手な活動の前には教室に入り

たがらないこともある． 

教師は朝の会の司会用の台本を作成し，平仮名

で書いた台詞の横に台詞の内容を録音したドット

コードシールを貼付した．また，朝の会の進行中

には音声ペンで流れた音声に合わせてサインや指

文字の手本を示した．  

児童はすぐに音声ペンの操作を理解し，笑顔で

ドットコードシールをタッチして朝の会を進行す

るようになった．また朝の会の進行に対して意欲

的になり，自分から机を運んで準備をする様子も

見られた．教師が音声に合わせて示したサインを

模倣する頻度も高くなり，教師が手本の提示を

徐々に減らすと自分でサインをする箇所が増えた．

また友だちの名前を指文字で表現することができ

るようになった． 

これまでは児童のサインに対して反応を返す友

だちが少なかったことで，朝の会の進行に対して

意欲が持てなかったが，音声ペンを操作すると音

声が流れ，その音声に友だちが反応する楽しさか

ら意欲的に朝の会の進行を行うことができるよう

になったと考えられる． 

課題としては，サイン表出の拡大につながった

ものの発声の表出の拡大には繋がらなかったこと

が挙げられる．児童が発声しやすい音を強調して

録音する，わかりやすい抑揚を付けるなど音声の

録音を工夫し，音声に合わせて自分から発声した

くなるような機会を作れるとよいと考えている． 

 
3.8. 群馬県立伊勢崎特別支援学校 

  山崎は，小学部１年のクラスの児童に，音声ペ

ンを用いた活動を行なった． 

児童たちは，二語文程度の発語があるが，不明

瞭である児童，発語がなく認知の面では緩やかな

段階といえる児童，重度重複の医療ケア対象の児

童など，実態の開きの大きいクラスである． 

ステップバイステップと併用し，朝（帰り）の

会の主に歌唱の部分に音声ペンを取り入れる活動

を行なった．（図 20） 

歌をドットコードシールにリンクするために，

同じ番号の大きめのシールをさらに４枚並べて貼

付し，児童がタッチしやすいようにした．（図 

21） 

 

 

図20．朝の会，帰りの会の進行ボード（群馬県立伊

勢崎特別支援学校，山崎美典，2021） 

 

コロナの影響で歌を歌ってはならない状況にあ

ったので，録音した歌（おはようの歌・呼名の

歌）を音声ペンで流すことで，通常と変わらない

朝（帰り）の会を設定することができた． 

 入学したての歌を覚えていない子でも音声ペン

で歌を流すことができ，徐々に覚えていく中で一

緒に口ずさむことができた． 

 

 

図21．同じ番号の４枚のシールを束ねる（群馬県立

伊勢崎特別支援学校，山崎美典，2021） 

 

二つの VOCA を併用するのは，音量の課題が

あったので，音声ペンの音量を規定より大きめに

する工夫があると良かったと思っている． 

 

3.9. 埼玉県立特別支援学校塙保己一学園 

北島，金子，中島は，盲学校小学部４年と６年

の重複クラスで，音声ペンを用いた取り組みを行

なった． 
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 点字，墨字で，自分の学習の振り返りや学習の

成果を残していくことが難しい児童である．点字

学習は，少しずつ進めているが，自分で長い文章

を点字で打つことができない児童である． 

  次のような教材を手作りして取り組んだ． 

(1) 昨年度に引き続き自立（社会）の学習内で，

日本全国にある市区町村調べを行うための教材．

（牛乳パック１つに１つの県として，そのパック

の中にアイスの棒 1 本につき，市区町村を音声ペ

ンで入力し，入れる活動） 

(2) 自立（理科）の学習の振り返りを入力し，プ

リントを貼る．自分が発表するときに，確認する

教材． 

(3) 朝，帰りの会で，時間割を確認する教材． 

これらの教材を用いて，次のような活動を行な

った． 

点字，墨字ができる児童も意欲的に一緒に行え，

楽しんでいる．誰でも同じように確認，振り返る

ことができるのがよい． 

発表するとき，何度も聞き直し，確認ができた． 

吃音が強いときは，音声ペンから「こくご」と

言ってもらうことで，言葉が出やすいこともあっ

た． 

得られた成果は，次のようなものである． 

読み書きの実態が違う児童でも，同じ活動（調

べたことをまとめる）ができたことがよかった． 

教員を頼ってしまうのではなく，自分が音声ペ

ンでできたことはよかった． 

残った課題は，次のようなものである． 

次の時間割のために，点字のメの字を順に指で

追うようにしたが，左手でさぐる（たどる）のが

難しかった．また，シールを探してもシールと音

声ペンの先がぴったり合わず，時間割確認として

は難しかった．（本人の課題と合っていなかった．）

また，音声として流れてしまうため，自分だけ確

認して，日直としてみんなに自分の言葉で伝える

ことを忘れてしまうこともあった． 

 
3.10. 静岡県立吉田特別支援学校 

植田は，知肢併置型特別支援学校に通う高等部

２年の生徒に，音声ペンを用いた活動を行なった． 

対象生徒の主な障害は自閉症だが，歩行が不安

定なため車いすを使用することもある．手，足な

ど身体において感覚鈍麻な部分があり，親指の付

け根を噛んでいることが多い．場面や脈絡に関係

なく，人やテレビから聞いた言葉を独り言のよう

に言う．慣れている自分の教室では，生徒会選挙

の立候補者の話を聞いた後，「オバマさん」「立候

補する人はいますか？」等，状況に沿うような言

葉を言うこともある．よく聞く童謡は，教師と１

フレーズずつ掛け合うことができることがある． 

要求手段は，視線を合わせるか，直接手を伸ば

すことが多い．発語はあるが，家族や友達の名前

を言って呼ぶことはない． 

作成した教材は，毎日の給食に出る食べ物の写

真カードにドットコードシールを貼ったものであ

る． 

  対象生徒は給食発表の係であり，作成した教材

を，次のようにして，毎朝の朝の会の給食発表で

用いた． 

・その日の給食に出る食べ物の写真カードをホワ

イトボードに並べる． 

・一つずつ食べ物の写真に貼ってあるドットコー

ドシールを音声ペンでタッチし，食べ物の名前の

音声を聞いてから，同じように食べ物の名前を言

うようにした．（図 22） 

・また，生徒が写真カードを見た時に音声ペンを

触るように促した． 

初めのうちは，１度聞いても声を発しないので，

１度音声に出してみて，少し待ち，声が出なかっ

たらもう一度ドットコードシールをタッチするよ

うにした．３回繰り返しても，言えない場合は，

強要せず，次の食べ物に移るようにした． 

 

 

図22．音声入り食べ物カード（静岡県立吉田特別支

援学校，植田佐知子，2021） 

 

７月から取り組みをスタートし，１カ月は５，

６個ある食べ物の中で１，２つ言えれば良いとし

た．よく言えたものは，「ごはん」だった．２学

期に入り，３つ以上言える日も出てきた．また，

「野菜たっぷりのみそ汁」など長い名前の食べ物
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の名前も言うことができるようになってきた．12 

月上旬に，音声ペンの接続不良で，教師が準備に

手間取っていると，「牛乳とごはんでしょ」と，

いつも初めにタッチする食べ物を言った． 

３学期に入り，「おさかな，おさかな」や「ハ

ンバーグ」「みそしる」など，何度か給食に出て

きて見たことのある写真カードを見ると言うこと

ができる日もあった． 

成果と課題は，次のようなものである． 

今回の指導は，対象生徒の聴覚刺激による言葉

の表出がしやすい特性を生かし，自立活動の指導

で行っていた相手の意図に合わせて言葉を想起す

る学習と関連して行った．音声ペンで写真カード

をタッチすることで，生徒の視線もおのずと視覚

刺激に注目することができた．対象生徒は，本取

り組みの実施により，聴覚刺激⇒音声表出から，

視覚刺激を間に踏まえた音声表出を行う学習に取

り組む機会ができた．課題としては，音声ペンに

入力する際，頭文字を強調するように発音しない

と明確に聞こえてこないことがあり，生徒が聞き

取りにくいことがあったため，入力側の配慮も必

要であった． 

 

3.11. 大阪府立東淀川支援学校 

市原は，発達段階では１歳前後の中２の女子生

徒を対象に，音声ペンを用いた活動を行なった． 

対象生徒は，発語はないが，指導者と簡単なや

りとりが成立することもある． 

自分の要求の場面で，的確に絵カードを使って，

指導者に要求を示すことに挑戦した． 

絵カードにドットコードシールを貼り，本人が

自発的に音声ペンをシールに当てる課題に取り組

んだ．（図 23, 24） 

 

 
図23．音声入り着席，起立カード（大阪府立東淀川

支援学校，市原聡子，2021） 

 

音声ペンをシールに当てると音声が出ることは

理解しており，指導者がシールを指さしすると，

その場所に音声ペンを自主的にあてることで係の

仕事ができている実感は持てている． 

一方で，音声ペンをシールに的確にあてるまで

に時間がかかり，「着席」「起立」などの見分け

までは要求せずに進めている． 

 

 
図24．実践の様子（大阪府立東淀川支援学校，市原

聡子，2020） 

 

この女子生徒は「パプリカ」の曲が大好きで，

曲がかかるとじっとしていられなくてくるくるま

わって楽しむことから，支援計画の目標としてあ

げられている「楽しめることをふやす」という取

り組みで，パプリカの写真の下にドットコードシ

ールを貼り付け「パプリカ」の曲をいれて使用し

ている．「パプリカ」が聞きたいと思ったときは，

音声ペンを自主的にシールにタッチすることがで

きている． 

生徒に分かりやすいように，「パプリカ」と

「鬼滅の刃」の写真やイラストの下にドットコー

ドシールを貼ったカードを用意したところ，同じ

クラスの中２男子たち（発達段階は２歳前後の男

子や発達段階は３歳前後）が，音声ペンをシール

に当てて，曲を聴くことを楽しむため，要求をか

なえるための言葉でのやり取りを課題とし，「音

声ペンをかしてください」や「ありがとうござい

ました」などが自主的に言えるように，あるいは

「なんて言うのかな」と言葉かけで促しながら指

導している． 

これらの男子生徒は，周りの様子を普段からよ

く見ている生徒たちなので，女子生徒の音声ペン

から曲が聞こえることを理解し，自分で積極的に

音声ペンをドットコードシールにあてて楽しんで

いる． 

丁寧に取り扱う約束や，楽しみすぎてやめるタ
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イミングをのがすなどがあり，自己コントロール

しながら使用することを指導している． 

発語は繰り返すことで，定着しつつあり，改め

て好きなことには力を発揮できることを感じてい

る． 

 

3.12. 長野県上田養護学校 

原は，小学部６年の場面緘黙がある女子児童に，

音声ペンを用いた活動を行なった． 

対象児童は，学校ではジェスチャーやタブレッ

トで文字うちをコミュニケーション手段としてき

た．しかし，挨拶や要求を伝える場面，会の進行

での決まったセリフ場面の時には，タブレットの

文字を打って音声出力をする時間を確保できない，

また，本人が思いをすぐに伝えられない困難さが

あった． 

そこで，次のような教材を手作りして活動を行

なった． 

(1) 朝の会や帰りの会のめくり式進行表に音声ペ

ンのドットコードシールを貼り，進行のセリフを

登録した． 

(2) 日常で本人が使う言葉（挨拶，友だちや教師

の名前，要求，質問など）を一覧表にしてセリフ

の横にドットコードシールを貼り，音声ペンで相

手に伝えられるような教材を作成した． 

  取り組みの様子は，次のようなものであった． 

  朝の会の進行では，自分から音声ペンを手に取

り，担任の援助がなくても一人で進められるよう

になった．当番の日を楽しみにしていて，自信を

もって取り組んでいる姿が見られた． 

  日常生活でも「ありがとう」「わかりません」

「きょうしつであそびます」「おはようございま

す」などの多くのことばを，音声ペンを使って表

現し，担任や友だちとやりとりができた． 

  得られた成果や課題は，次の通りである． 

  本人が音声ペンで友だちの名を呼ぶと，周囲の

児童もすぐに反応して応えたり，日常生活で音声

ペンを使うと友だちが応えたりし，子どもたち同

士のやりとりの場面が増えた． 

  新たに言葉を構成して表現したいことがあると

き，音声ペンでは対応しきれないことが多い．

iPad なども含め複数の手段を検討し，場面によっ

て本人が使い分けることができるように支援して

いく必要がある． 

 

3.13. 埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校 

  森屋は，高等部３年の女子生徒と，音声ペンを

用いて朝の会，帰りの会の司会進行に取り組んだ． 

対象の生徒は，自閉症を有しており，精神的不

安定により緘黙である．（家では話すこともある

とのことである．）音声ペンを使用して３年目で

ある． 

初年度は活用にやや戸惑いを見せたものの，

徐々に慣れ，担当日には自ら音声ペンを準備する

など，積極的に使用する姿が見られた．また，他

の授業でも，発表が想定される場面での活用を自

ら提案する(筆談等で担任に相談)こともあった． 

 上記方法で活用して３年目となった．発語も増

えつつある中，朝の会では音声ペンを活用し，帰

りの会では自らの発声でトライすることを試みた．

徐々に，音声ペンの使用から離れる傾向も見られ

た． 

また，高等部２年の知的障害を有し，発語のな

い女子生徒と，音声ペンを用いて，作業室の工作

機械や道具の名前を学び，使用する意思を担任に

伝える活動を行った．昨年度より音声ペンを活用

している生徒である．今年度木工班で製作するも

のが変わり，使用する工作機械も変更となり，シ

ートを増やして取り組みを行なっている． 

 

3.14. 大分県立盲学校 

  末永は，高等部専攻科保健理療科・理療科の複

数の弱視（視野狭窄，羞明等を併せ持つ）生徒に

音声ペンを用いた活動を行なった． 

教科書に音声をリンクしたドットコードシール

を貼付し，必要に応じてモニターに関連動画を拡

大表示した． 

拡大表示した関連動画を視聴することで，文章

で示された内容の理解につながった様子が見られ

た．「あー，そうか．」や「なるほどー！」という

コメントも聞かれ，学習意欲の喚起にもつながっ

ていると考える． 

 得られた成果は，次のようなものである． 

動画視聴後の授業者の発問に対する反応が明快

になった．また，学習内容の定着が文字のみの学

習より促進され，次時の授業でも振り返りの発問

に対する解答が明確になった． 

残された課題は，次のようなものである． 

 基本的には，授業者が教材を操作し，関連動画

を視聴するにとどまっている．可能であれば，生



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 31 2021 

［査読無し］ 
 

手作り教材を用いた教育実践の共同の取り組み  686 

 

徒が所有する教科書，iPad で生徒自らが操作して

学習する環境が提供できればと考えている． 

 

3.15. 仙台市立鶴谷特別学校 

大越は，小学部の児童に，次のような音声ペン

を用いた活動を行なった． 

朝の会等で，「できるだけ一人で司会進行する」

というねらいを達成するために，めくり式のカー

ドを作成して，ドットコードシールを貼るように

した． 

毎日取り組みを続けたところ，ほとんど一人で

進行できるようになった．また発展として，名前

カードや天気カード，数字カードにドットコード

シールを貼ることで，進んで友達の名前を呼んだ

り，天気や日付を発表したりすることも身に付い

た． 

「居住地校交流」において，相手校の児童に向

けて自己紹介をする際，大きな写真に，説明する

声を入れたドットコードシールを貼るようにした．

言語化することが難しく，恥ずかしがる児童も，

音声ペンで堂々と発表することができ，みんなに

褒められ，自信になった．学校の授業においても，

全体で発表する際に頻繁に使用することで，「た

くさんの人の前で発表する」ことに慣れたように

感じた． 

歩行が不安定な児童に対し，自立活動の際，

「ウォークラリー」を行なった．好きな音楽や歌

を吹き込み，所々にドットコードシールを貼るよ

うにすると，音声ペンを持ち，楽しみながら歩行

をすることができた． 

国語の学習において，平仮名カード１枚１枚に

ドットコードシールを貼り，名前や身近な言葉の

文字への並び替えを行なった．ただ並び替えをす

るだけでなく，最後に音声ペンで確認できること

で，並び替えが正しいか分かり，学習への意欲に

つながった． 

 

3.16. 中津市立北部小学校 

 久恒は，小学校の特別支援学級に在籍する３年

生の児童に，音声ペンを用いた取り組みを行なっ

た．対象の児童は，知的障害と言語障害（構音障

害）を合わせ持つ． 

  本取り組みでは，コミュニケーション力をつけ

ることと友だちとのやり取りを楽しむことを目標

とした． 

「友だちの名前を覚えよう」「当番のカード」

「お願いカード」を作成し，自立活動で友だちの

名前を覚える活動から，当番活動の際の号令や休

み時間に友だちへのお願いをする場面で音声ペン

を活用した． 

具体的な活動は，次のようなものであった． 

・学習活動（友だちの名前を覚えるために） 

・朝の会の司会 

・余暇活動（友だちを誘うために，一人で楽しむ

ために）  

作成した教材は，次のようなものである． 

・当番の号令カード，日付カード 

・したいことカード 

・友だちの写真カード 

活動の様子は，次のようであった． 

音声ペンを差し出すと，音声ペンでイラストに

タッチすることに慣れ，徐々に自分から音声ペン

を取りに行くようになってきた．日付や教科の確

認のときに音声ペンで発表を行った．イラストに

タッチすると音声が流れることが分かり，進んで

タッチするようになってきた． 

今までは，教師と一緒に身振りサインで号令を

掛けていたが，音声ペンを使うことで，自発的な

行動がでて，「自分から言おう」と参加できるよ

うになってきた．日付や教科の発表のときにも音

声ペンを使って行えるようになった． 

  朝の会や帰りの会の当番の時は，音声ペンを用

いて，号令を掛ける，呼名する，健康確認をする

活動を行なった． 

また，音声ペンを使ったやりとりを日常的に経

験させるために，自立活動において音声ペンを使

用したやりとりを取り入れた．日常生活場面で役

立ち，友だちがわかってくれることが，より効果

的な発音，発語練習を促す効果があるのではない

かと考えたためである．具体的には，発音・発語

を促す，教師を介さずに友達とやりとりできるよ

うにと取り組んだ． 

交流学級の友だちは，これまでは「何言ってい

るか分かんない」と言っていたが，取り組みをす

るようになってからは，「言っていることが分か

る」という言葉が聞こえてくるようになった． 

いつも受け身が多い授業のなかで，音声ペンを

使うことで，「やりたい」という意欲が育ち，自

主的に練習する姿が見られるようになった．  
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本人は音声ペンを気に入り，とても良い表情で

使用するようになった．コミュニケーションがで

きる嬉しさなどの内面が育ち，自発的なコミュニ

ケーションにも取り組んでいきたい気持ちが芽生

えてきている．録音された音声を聞いて，音声を

模倣するようにもなってきた． 

 

3.17. 町田市立藤野台小学校 

平村は，通常学級在籍で特別支援教室に通級中

の小学４年生の児童に，音声ペンを用いた取り組

みを行なった． 

  児童の困り感は，以下の通りである． 

・カタカナ，漢字が覚えられず読めない 

→ルビ付きで文章を読んでも，読み上げに精一杯

で内容理解まで達しない． 

→テストで問題文を読むこと，理解することがで

きず，本来の力が発揮できない． 

  そこで，テストの問題文，選択肢にドットコー

ドシールを貼り，読み上げを録音し，リンクした． 

取り組みは，以下のようにして行なった． 

・音声ペンで解く練習 

 低学年レベルから中学年レベルのものまでの国

語や算数を中心に，音声ペンで問題を解かせ，音

声ペン有りと無しの力の発揮具合を観察した． 

・通常学級でのテスト 

 実際のテストで２度活用した．音声ペンで読み

上げることで点数が伸び，本人も実際のテストで

今後も使っていきたいと考えている． 

得られた成果や課題は，以下の通りである． 

  テストで音声ペンを使用するのは，本校で初め

ての取り組みだった．学級からの理解も得て，学

習に困り感をもつ児童が学びやすい環境に近づく

大きな一歩になった． 

 これを契機に，複数の児童が音声ペンを活用で

きる環境ができればと思っている．その実現に向

けて，音声ペンを実際のテストで使えるまで，本

人の練習する機会や音声ペンの録音をする人をど

う確保するかなどの課題が見えてきた．他の学校

で音声ペンをテストでどのように活用しているの

かを学び，参考にしたいと思っている． 

 

3.18. ドルトムント工科大学 

赤尾は，音声ペンなどを用いて，次のような活

動を行なった． 

ドルトムント工科大学 (Technische Universität 

Dortmund) では，情報科教職課程の修士学生向け

に開講する「情報科教育法・演習(Übung zur 

Didaktik der Informatik: Exercise on the didactics of 

computer science )」の授業内に半日のブロックセ

ミナーを催して，インクルーシブ情報教育につい

て集中的に指導している． 

本学の学生は学部時代に教職課程全般のコアカ

リキュラムの中で，インクルーシブ教育の理念な

どのセオリーについて一応手ほどきは受けている

ものの，講義の後に彼らに残る疑問は「ではいっ

たいどうやってこれを実践するのか？」という点

である． 

そこで本セミナーでは，予算や設備などの関係

で特別支援学校でのみ導入可能な Assistive 

Technology の例と，インクルーシブでも導入可能

な Assistive Technology の例を実際に試させて対比

させ，インクルーシブ教育における合理的配慮と

教育のユニバーサルデザインの意義について理解

を深めている． 

音声ペンなどのデジタルペンを用いた非デジタ

ル教材の読み上げは，インクルーシブ実施校の教

員が空き時間を用いて難なく実践可能な，数少な

い合理的配慮の実績の具体例となっている． 

なお，2020 年夏セメスターはコロナパンデミ

ックによる影響でオンライン授業となったため，

このセミナーを中止しなければならなかったが，

冬セメスターでは，このセミナーを２時間分の講

義と２回の宿題の４フェーズに分け，１回目と２

回目の講義の間にインクルーシブ教育に対応した

教具を自宅で体験・試用できるように各生徒に送

付する形で対応した． 

 

まとめ 

本論文では，児童生徒一人ひとりの抱える困り

感の軽減や解消を目指して，全国の学校の教師に

よって 2020 年度に取り組まれた手作り教材の制

作と教育実践について報告した．児童生徒の実態

を丁寧に分析し，手作りの教材を工夫しながら制

作し，実践を行なった事例である． 

この日本発のドットコードを用いた教育研究活

動は，アメリカの IGI-Global から発刊される本の

Chapter paper として数多くの論文が掲載され，世

界の仲間と共有している． 

2021 年度には，生田が SITE21 (Society for 

Information Technology and Teacher Education) の 
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Universal Design for Learning のパネラーとして招

待されるとともに[12]，ISTELive21 (Information 

Society for Technology in Education) の Creative Lab 

では，共同研究を行なっている Idaho State 

University の Jennifer Gallup 教授とともに，50 分枠

のプレゼンテーションを行い[13]，本取り組みを世

界に発信することができた． 

この９月には，合同出版より，全国の学校の教

師によって手作りされた教材と教育実践をまとめ

た「今すぐ使える！特別支援教育 音声ペン活用教

材４０」を出版することができた．本の出版を契

機に，もう一回り本教育研究活動が広がることを

期待して取り組んでいる． 
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多香光，仙台市立鶴谷特別学校 大越 容子，中津

市立北部小学校 久恒 由美，町田市立藤野台小学

校 平村 愛理が行なった教育実践も掲載している． 

それぞれの学校における実践は，学校長の許可

を得て，児童生徒の人権に配慮して行われた．ま

た，全国の学校の教師との共同の研究活動は，大

妻女子大学の倫理規定に基づいて実施された． 

 

Abstract 

The research project using the multimedia-enabled dot-code technology, organized by one of the present 

authors, Shigeru Ikuta, is now widely spread all over the world; more than 250 schoolteachers even in Japan 

join the project. Every year, he has published a paper in the present journal and also published several chapter 

papers in the IGI-Global books edited by the world-wide researchers, where original self-made teaching 

materials and school activities conducted by the collaborative schoolteachers have been compiled. The present 

paper will politely describe that the schoolteachers at the schools for special needs education have carefully 

observed the problem which each student holds, and then, conducted school activities with their originally 

created self-made teaching materials, to solve such problems. 

 

（受付日：2021年11月12日，受理日：2021年12月1日） 

 

 

 

 

 

生田 茂（いくた しげる） 

現職：大妻女子大学人間生活文化研究所 特別研究員 

 

                          

東北大学大学院理学研究科博士課程修了（理学博士）． 

専門は特別支援教育，教育実践学．現在は，全国の学校の教師とともに，最新の情報処理技術を活用し，

一人ひとりの児童生徒の抱える困り感の軽減や解消を目指して，「手作り教材を制作し，教育実践」を

行う取り組みに挑戦している．最近，アメリカの IGI-Global 社から，生田が編集した２冊の本が，また，

合同出版から全国の教師の手作り教材と教育実践をまとめた本が刊行された． 

主な著書：(1) Ikuta, S. (Editor). (2019). Handmade Teaching Materials for Students With Disabilities (p. 1-396). 

Hershey, PA: IGI Global. (2) Ikuta, S. (Editor). (2020). Handbook of Research on Software for Gifted and Talented 

School Activities in K-12 Classrooms (p. 1-448). Hershey, PA: IGI Global. (3) Ikuta, S. & Hisatsune, Y. (2019). 

Handcrafted customized content and school activities with newly developed technologies. In S. L. Gronseth & E. M. 

Dalton (Eds.), Universal access through inclusive instructional design: International perspectives on UDL (pp. 164-

172). Abingdon, UK: Routledge. (4) 生田 茂ほか編著，今すぐ使える！特別支援教育 音声ペン活用教材４

０，合同出版，2021. 

 


